
①市税（56.0％）�
243億2千39万5千円�

②国庫支出金（7.0％）�
30億3千159万2千円�

③繰入金（5.0％）�
21億6千123万8千円�

④地方交付税（4.8％）�
20億6千475万1千円�

⑤市債（3.8％）�
16億4千960万円�

⑥繰越金（3.8％）�
16億3千841万5千円�

⑧地方消費税交付金（3.2％）�
13億9千460万1千円�

⑨地方特例交付金（2.7％）�
11億8千173万1千円�

⑩諸収入（2.5％）�
10億7千45万8千円�

⑦県支出金（3.5％）�
15億1千394万2千円�

・・・8億127万2千円�
・・・7億2千625万7千円�

�
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5億3千643万9千円�

…3億7千604万9千円�
・・・3億5千712万7千円�
・・・3億3千222万6千円�
・・・・・・1億3千449万8千円�

・・・5千484万4千円�
・・・2千912万4千円�

・・・・・・・・・・・・・・1千622万9千円�
・・・120万6千円�21

⑪使用料及び手数料（1.8％）�
⑫利子割交付金（1.7％）�
⑬国有提供施設等所在市町村助成交付金等　     
 （1.2％）�
⑭分担金及び負担金（0.9％）�
⑮地方譲与税（0.8％）�
⑯自動車取得税交付金（0.8％）�
⑰財産収入（0.3％）�
⑱ゴルフ場利用税交付金（0.1％）�
⑲交通安全対策特別交付金（0.1％）�
⑳寄附金（0.0％）�
◯特別地方消費税交付金（0.0％）�

決算状況報告
平
成
１２
年
度
の
一
般
会
計
決
算
が
ま
と
ま
り
、第
４
回
定
例
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。市
財
源
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
決
算
額
が
４
３
３
億
９
千
１
９
９

万
４
千
円
、歳
出
決
算
額
が
４
１
６
億
５
千
４
１
１
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。今
回
は
、

私
た
ち
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
歳
入

歳
入
と
は
、市
の
財
源
と
し
て
入
っ
て

く
る
お
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。そ
の
決

算
額
は
、４
３
３
億
９
千
１
９
９
万
４
千

円
で
、前
年
度
に
比
べ
７
・
９
％
減
少
し
ま

し
た
。

図
‐
１
で
は
、そ
の
内
訳
を
表
し
ま
し
た
。

市
税
は
、歳
入
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
が
、長
引
く
不
況
な
ど
の
影
響
か
ら
、

前
年
度
比
７
・
７
％
減
少
し
ま
し
た
。次
に

多
い
の
は
国
庫
支
出
金
で
す
が
、こ
れ
は
、

国
か
ら
の
負
担
金
や
補
助
金
で
、１１
年
度

に
入
間
川
小
学
校
移
転
建
替
事
業
が
終
了

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、前
年
度
比
３４
・
７

％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。次
に
繰
入
金
、

地
方
交
付
税
、市
債
、繰
越
金
、県
支
出
金
、

地
方
消
費
税
交
付
金
、地
方
特
例
交
付
金
、

諸
収
入
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●図‐１ 歳入総額４３３億９千１９９万４千円（１００％）

●
主
な
重
点
事
業
の
決
算

各
種
事
業
の
決
算
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。

都
市
基
盤
の
整
備

一
般
市
道
整
備
事
業

４
億
２
千
１
９
０
万
１
千
円

狭
山
市
駅
西
口
整
備
事
業

３
億
６
千
２４
万
３
千
円

柏
原
新
狭
山
線
整
備
事
業

６
億
４
千
２
１
７
万
７
千
円

狭
山
市
駅
霞
野
線
整
備
事
業

８
千
６
７
７
万
５
千
円

生
活
環
境
の
整
備

緑
地
公
有
地
化
推
進
事
業

１
億
１
千
７
５
０
万
９
千
円

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
施
設（
仮
称
）整
備
事
業

９
億
１
７
５
万
３
千
円

市
営
住
宅
柏
原
団
地（
仮
称
）建
設
事
業

４
億
２
千
４
５
５
万
円

は
し
ご
付
消
防
自
動
車
更
新
事
業

１
億
１
千
３
４
０
万
円

市
民
災
害
対
策
支
援
車
導
入
事
業

３
千
６
４
３
万
５
千
円

健
康
・
福
祉
の
増
進

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助
事
業

２
４
７
万
円

高
齢
者
居
宅
改
善
整
備
事
業

１
５
７
万
９
千
円

成
人
病
予
防
事
業

４
億
４
千
７
８
９
万
４
千
円

●
図
４
‐
２
市
民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
た
お
金

民
生
費

５
万
８
千
７
６
９
円

土
木
費

４
万
６
５
１
円

総
務
費

３
万
６
千
６
４
７
円

衛
生
費

３
万
４
千
９
３
１
円

教
育
費

３
万
３
千
１
３
６
円

公
債
費

２
万
９
千
２
８
８
円

消
防
費

１
万
２
千
４
４
０
円

そ
の
他

１
万
１
千
４
２
９
円

歳
出
合
計

２５
万
７
千
２
９
１
円

歳入歳出総額 単位：千円
歳 出

４１，６５４，１１４

８，９０９，８１９
４，１９６，６７３
８，５６４，５９４
３２６，０５６
４６８，３４１

２，５８５，４５７

６６，７０５，０５４

歳 入

４３，３９１，９９４

９，２９２，２３０
４，４７４，４７４
８，８７８，２６１
３６３，４４７
４９４，６８４

２，８２７，４７７

６９，７２２，５６７

区 分

一 般 会 計

国民健康保険
下水道事業
老人保健
上広瀬土地区画整理事業
狭山市駅東口土地区画整理事業
介護保険

合 計

特

別

会

計

●
図
４
‐
１
市
民
一
人
当
た
り
が
負
担
し
た
市
税

市
民
税

７
万
２
千
３
８
９
円

固
定
資
産
税

６
万
２
千
７
０
９
円

都
市
計
画
税

７
千
２
９
３
円

市
た
ば
こ
税

５
千
７
３
２
円

軽
自
動
車
税

７
４
６
円

特
別
土
地
保
有
税

１
千
３
５
４
円

市
税
総
額

１５
万
２
２
３
円

6
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④衛生費（13.6％）�
56億5千515万3千円�

①民生費（22.8％）�
95億1千452万9千円�

③総務費（14.2％）�
59億3千292万8千円�

②土木費（15.8％）�
65億8千117万円�

⑤教育費（12.9％）�
53億6千454万6千円�

⑥公債費（11.4％）�
47億4千156万3千円�

⑦消防費（4.8％）�
20億1千394万3千円�

⑧労働費（1.3％）�
⑨商工費（1.2％）�
⑩農林水産業費（1.1％）�
⑪議会費（0.9％）　�
⑫諸支出金（0.0％）�

・・・・5億2千371万1千円�
・・・・・・4億9千16万5千円�
…4億5千270万5千円�
・・・・・・・・・・・3億6千68万円�
・・・・・・・2千302万1千円�

その他（9.4％）�
39億1千137万2千円�

繰出金（9.4％）�
39億2千5万3千円�

扶助金（11.1％）�
46億253万1千円�

公債費（11.4％）�
47億4千129万2千円�

投資的経費（14.9％）�
62億2千240万円�

物件費（17.9％）�
74億6千901万5千円�

人件費（25.9％）�
107億8千745万1千円�

県水受水費�
65円39銭�

減価償却費�
34円66銭�

支払利息�
14円30銭�

職員給与費�
12円43銭�

動力料・薬品費・�
修繕費ほか�
　18円14銭�

その他�
16円42銭�

給水原価の内訳�

歳入歳出のうちわけ
●図‐２ 歳出総額４１６億５千４１１万４千円（１００％）

平成１２年度
■
歳
出

歳
出
と
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に

使
わ
れ
る
お
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。そ

の
決
算
額
は
、４
１
６
億
５
千
４
１
１
万

４
千
円
で
、前
年
度
に
比
べ
８
・
４
％
減
少

し
ま
し
た
。

図
‐
２
は
、歳
出
を
目
的
別
に
表
し
ま

し
た
。民
生
費
が
最
も
多
く
、高
齢
者
な
ど

の
福
祉
増
進
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
が
、

介
護
保
険
制
度
の
創
設
に
伴
い
、老
人
福

祉
費
の
一
部
を
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
計

上
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、前
年
度
比
４
・

９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

図
‐
３
は
、歳
出
を
性
質
別
に
表
し
た

も
の
で
、最
も
多
い
の
は
人
件
費
で
す
。職

員
の
給
与
が
主
な
も
の
で
、前
年
度
比
０
・

３
％
減
少
し
ま
し
た
。続
い
て
物
品
購
入

や
業
務
委
託
な
ど
の
物
件
費
、建
設
事
業

な
ど
の
投
資
的
経
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

図
‐
４
は
、市
税
と
目
的
別
歳
出
を
市

民
の
皆
さ
ん
一
人
当
た
り
に
換
算
し
た
も

の
で
す
。市
税
は
１５
万
２
２
３
円
で
前
年

度
比
７
・
４
％
の
減
、歳
出
は
２５
万
７
千
２

９
１
円
で
前
年
度
比
８
・
１
％
の
減
で
す
。

な
お
、歳
入
歳
出
の
差
額
は
、平
成
１３
年
度

へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

●図‐３
歳出の性質別内訳
（１００％）

平
成
１２
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
状
況
報
告

平
成
１２
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●収益的収入および支出
収入３，３８９，０８３千円 ／ 支出３，２０７，７９６千円
※利益剰余金２１，６２０千円を減債積立金に積み立てました
●資本的収入および支出
収入２２７，３６２千円 ／ 支出１，０４５，４７６千円
※不足額は留保資金などで補てんしました

１�当たりの給水原価
（製造価格）１６１円３４銭

●
問
い
合
わ
せ
財
政
課
へ
内
線
７
１
１
３

※供給単価（販売価格）は１�当たり１５８円１７銭

●問い合わせ水道業務課へ内線２３１２

介
護
・
支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
助

成
事
業

６
４
５
万
５
千
円

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業（
生
き
が
い
活
動

支
援
通
所
事
業
）１

千
４
６
２
万
６
千
円

教
育
・
文
化
の
振
興

小
学
校
１
年
生
の
在
籍
多
数
学
級
に
係

る
非
常
勤
講
師
配
置
事
業

６
３
７
万
５
千
円

小
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
事
業

６
千
７
９
３
万
円

校
舎
大
規
模
改
修（
耐
震
補
強
）事
業

２
億
１
１
４
万
４
千
円

入
間
川
小
学
校
教
室
等
の
開
放

１
千
８０
万
３
千
円

国
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
会
場
整
備
事
業

１
億
５
千
１
１
９
万
８
千
円

産
業
の
振
興

基
盤
整
備
促
進
事
業

１
億
１
千
２
１
９
万
２
千
円

小
口
融
資
制
度
の
充
実

１
億
６
千
万
円

市
民
生
活
の
充
実

公
共
施
設
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

３
千
５
４
１
万
３
千
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
市
民
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー（
仮
称
）設
置
事
業

５
３
６
万
２
千
円

勤
労
者
住
宅
資
金
貸
付
事
業

３
億
４
千
万
円
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